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ここでは土壌消毒の方法として、太陽熱消毒、太陽熱還元消毒、土壌消毒剤の３つを紹介。
期待する効果やメリットに応じて、最適な方法を選択しましょう。
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土壌消毒の比較

太陽熱消毒

土壌還元消毒

土壌消毒剤

方法 効果 メリット 成功のポイント・注意点

30℃

■土壌還元消毒の仕組み

（使用回数）

化学合成
農薬

化学合成
農薬

50％低減

土壌消毒

土づくりと排水性改善

十分にかん水した後、ビニールな
どで被覆して太陽光を当て、土壌
の温度を上昇させる。

土壌中にい
る土壌病害
虫を死滅さ
せる。

特別な資材が必要ない
ので簡易的に行える。

フスマや米ぬか・糖蜜など、分解さ
れやすい有機物を土壌に混入した
上で、土壌を水で満たし、太陽光
を当て、土壌の温度を上昇させる。
有機物をエサにした土壌微生物が
活発に増殖することで、土壌酸素
を消費して還元状態にする。

土壌中を還
元状態にし、
土壌病原菌
を窒息させ
死滅させる。

・太陽熱消毒に比べ、
低い温度の時期でも効
果を発揮する（地温が
30℃以上）
・糖蜜を用いると、深さ
50cmまで還元効果が期
待できるため青枯病の殺
菌効果が期待できる

クロルピクリン、ダゾネット等の土
壌消毒剤を土壌に注入・散布後
被覆して消毒する。

土壌中の病原
菌、害虫、セン
チュウなどを
防除する。

※化学農薬使用
カウントされる。

・安定した消毒効果
・短期間で完了する（7
～15日程度）

•土づくりと排水性改善
•土壌消毒

•周辺・圃場内の除草
•抵抗性・耐病性品種、
抵抗性台木の選定

•適正な施肥管理
•ハウス内の温度・
湿度管理

•蒸し込み

土づくり期間 作付け準備期間 栽培中 栽培終了時土づくり期間期間ごとの
ポイント

作付け準備期間 栽培中 栽培終了時

参考資料：陽熱プラス実践マニュアル、新規土壌還元消毒を主体としたトマト地下部病害虫防除体系標準作業手順書 （いずれも農研機構）
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土壌還元消毒に使用する資材比較
資  材  名

米ぬか・ふすま

糖蜜

低濃度エタノール

・安価1t/10a

・安価（沖縄の利点） ・深層まで効果あり700~900L/10a
（３倍程度に希釈必要）

・深層まで効果あり 　・土壌汚染しない
・肥料成分を含まない

土壌還元消毒用エタノール
（成分65%)300~1,000L/10a

メリット投入目安 デメリット
・深層の効果薄い ・施肥見直しが必要

（1tあたり24ｋｇ程度の窒素分）

・水で溶く手間がかかる

・高価 圃場周辺／圃場内の雑草には、多くの害虫が潜んでいるため除草を徹底する。
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モデル圃場での実践例
処理期間：8/13～9/10 必要資材（10a換算）
・糖蜜
・糖蜜の希釈用水
・フスマ
・水

100ℓ
300ℓ
500kg
足が軽く沈む程度

太陽熱還元消毒の手順とポイント

ノゲシ類 シマニシキソウ ムラサキカタバミ
アブラムシ類、コナジラミ類の発生源 アザミウマ類・カイガラムシ類・

コナジラミ類の発生源
アザミウマ類・ダニ類の発生源

雑草管理も防除の一つ！
防草シートやトラッシュ等の敷き草で

雑草の発生を抑えましょう。

土壌還元消毒の実施例（青枯病への効果）

抵抗性品種

抵抗性台木

耐病性品種

モデル圃場で用いた台木（例）
抵抗性品種：麗妃（大玉トマト）
抵抗性台木：グランシールド

土壌還元消毒による合理的な肥培管理co
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n
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  詳しくは
「陽熱プラス実践マニュアル」
（農研機構）をご覧ください▶
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かん水をせず、ビニール被覆のみで熱消毒すると、
雑草は抑制しますが、病害虫の抑制効果は低くなります。

水が豊富でない圃場は梅雨時期を狙いましょう。

周辺・圃場内の除草

抵抗性・耐病性品種・抵抗性台木の選択

ふすまを全面散布

②かん水チューブを
ハウスの両サイド
まで水が届く間隔
で設置し、ビニール
をかぶせる。周辺
に重石として水枕
を置く。 ビニールをかぶせる前

水枕だと、畑の形に合わ
せやすく、台風にも耐え
られる（土を重石にする
と使用した土は消毒で
きないため注意）

ダクトチューブに水を入
れて結束バンドで縛る

①のタイミングで先
に基肥を入れ、畝立
てした状態で②以降
を実施しても OK 。
ただし、通路の土に
ひび割れがあるかな
ど、土中に空気が十
分入ったことを栽培
前に確認する必要が
ある。

３倍希釈時はタンクを利用

④ハウスを閉め切り、
最初の３日間は地
温が30℃以上保
たれているか確
認。

晴れが続く日を選び、ハウスを閉め切る

⑤積算温度が800℃
以上となったタイミ
ングでビニールを剥
がし、表面を軽く耕
うんする。

⑥軽く表面が乾くま
で２日ほど放置
し、基肥を施用。
畝立て後、定植日
までの間透明マル
チで被覆。

露地ワイドタイプ
ハウスビニールの廃材
重石の水枕用

・かん水チューブ
・被覆ビニール
・ダクトチューブ

ビニールに穴が開い
ていると空気が抜け
るため、塞ぐ

①前作終了、耕うん後に
フスマを全面散布す
る。その後、なるべく
深く耕うんする。
（圃場が傾斜しているた
め、糖蜜のみでは流れて
しまう恐れがありフスマ
を使用した）

③糖蜜を水で３倍に希釈
し、さらに液肥混入機
等を用いて100倍に
希釈してかん水チュー
ブから流す。その後、
足が軽く沈む程度ま
で水をたっぷり流す。

病害虫に強い品種や台木の導入を検討する。
作物ごとにさまざまな抵抗性・耐病性品種や抵抗性台木が開発されている。

実施前 実施後

https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/pamphlet/tech-pamph/082560.html





